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第
五
章

矯
正
教
育

（
法
第
二
十
四
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
事
情
）

第
十
六
条

法
第
二
十
四
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る
事
情
と
す
る
。

一

自
己
の
性
的
欲
求
を
満
た
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
犯
罪
又
は
非
行
に
結
び
付
く
お
そ
れ
の
あ
る
認
知
の
偏
り
又

は
自
己
統
制
力
の
不
足
が
あ
る
こ
と
。

二

身
体
に
対
す
る
有
形
力
の
行
使
に
よ
り
人
の
生
命
又
は
身
体
を
害
す
る
犯
罪
又
は
非
行
に
結
び
付
く
お
そ
れ
の

あ
る
認
知
の
偏
り
又
は
自
己
統
制
力
の
不
足
が
あ
る
こ
と
。

三

保
護
者
そ
の
他
家
族
に
対
す
る
適
切
な
関
わ
り
方
が
身
に
付
い
て
い
な
い
こ
と
。

四

犯
罪
性
の
あ
る
者
と
の
交
際
を
や
め
、
又
は
暴
走
族
等
の
非
行
集
団
か
ら
離
脱
す
る
た
め
の
知
識
及
び
能
力
を

有
し
な
い
こ
と
。

（
出
院
前
に
お
け
る
職
業
能
力
習
得
報
奨
金
の
支
給
）

第
十
七
条

法
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
金
額
は
、
そ
の
時
に
出
院
し
た
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
在

院
者
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
職
業
能
力
習
得
報
奨
金
に
相
当
す
る
金
額
の
二
分
の
一

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
範
囲
を
超
え
た
金
額
を
支
給
す
る
こ
と
が
そ
の
使
用
の
目
的
に
照
ら
し
て

適
当
で
あ
る
と
特
に
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
証
明
書
の
発
行
）

第
十
八
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
の
教
育
課
程
の
全
部
又
は
一
部
を
修
了
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

た
と
き
は
、
そ
の
在
院
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
証
す
る
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
少
年
院
矯
正
教
育
課
程
の
策
定
等
）

第
十
九
条

少
年
院
の
長
は
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
矯
正
教
育
課
程
を
定
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
少
年
院
に
つ
い
て
指
定
さ
れ
た
矯
正
教
育
課
程
（
法
第
三
十
条
に
規
定
す

る
矯
正
教
育
課
程
を
い
う
。）の
ほ
か
、
当
該
少
年
院
の
施
設
及
び
設
備
等
の
状
況
並
び
に
当
該
少
年
院
が
所
在
す
る

地
域
の
特
性
に
つ
い
て
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

２

少
年
院
の
長
は
、
当
該
少
年
院
に
お
け
る
矯
正
教
育
の
実
施
の
状
況
等
に
応
じ
、
少
年
院
矯
正
教
育
課
程
に
つ
い

て
必
要
な
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
成
績
の
評
価
の
実
施
）

第
二
十
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
成
績
の
評
価
は
、
少
な
く
と
も
四
月
に
一
回
以
上
、
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
二
十
一
条

法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
矯
正
教
育
の
目
標
の
達
成

の
程
度

二

矯
正
教
育
へ
の
取
組
の
状
況

三

生
活
及
び
行
動
の
状
況

（
成
績
の
評
価
の
方
法
）

第
二
十
二
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
成
績
の
評
価
は
、
客
観
的
か
つ
公
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
在
院
者
の
日
課
等
）

第
二
十
三
条

法
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
課
は
、
次
の
各
号
に
規
定
す
る
時
間
帯
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る

基
準
に
従
い
定
め
る
ほ
か
、
居
室
棟
内
に
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
点
呼
の
時
間
帯
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と

す
る
。

一

食
事
の
時
間
帯
は
、
朝
食
に
つ
い
て
は
午
前
六
時
三
十
分
か
ら
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
の
間
で
、
昼
食
に
つ
い

て
は
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
間
で
、
夕
食
に
つ
い
て
は
午
後
四
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
の
間
で
定
め

る
こ
と
。

二

就
寝
の
時
間
帯
は
、
午
後
九
時
か
ら
翌
日
の
午
前
八
時
ま
で
の
間
で
、
連
続
す
る
八
時
間
以
上
の
時
間
帯
を
定

め
る
こ
と
。

三

運
動
の
時
間
帯
は
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
の
間
で
定
め
る
こ
と
。

四

入
浴
の
時
間
帯
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
間
で
定
め
る
こ
と
。

五

矯
正
教
育
の
時
間
帯
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
間
で
定
め
る
こ
と
。

六

余
暇
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
時
間
帯
は
、
一
日
に
つ
き
、
一
時
間
以
上
の
時
間
帯
を
定
め
る
こ
と
。

２

次
に
掲
げ
る
日
に
あ
っ
て
は
、
前
項
第
六
号
の
時
間
帯
は
、矯
正
教
育
の
適
切
な
実
施
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、

な
る
べ
く
長
い
時
間
帯
を
、
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

日
曜
日

二

土
曜
日
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
、
一
月
二

日
、
一
月
三
日
及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
日

（
日
課
の
基
準
の
例
外
）

第
二
十
四
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
対
し
て
実
施
す
べ
き
矯
正
教
育
及
び
法
第
四
十
四
条
第
一
項
各
号
に
規
定

す
る
支
援
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
か
ら
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
前
条
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
る

こ
と
な
く
、
在
院
者
の
日
課
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
余
暇
活
動
の
援
助
）

第
二
十
五
条

法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
援
助
は
、
第
三
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
運
動
競
技

そ
の
他
の
複
数
の
在
院
者
が
共
同
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
活
動
の
企
画
、
少
年
院
に
備
え
付
け
た
教
材
、
運
動

器
具
、
遊
具
そ
の
他
の
物
品
の
貸
与
そ
の
他
余
暇
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
時
間
帯
に
お
け
る
活
動
を
行
う
の
に
必
要
か

つ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

少
年
院
の
長
は
、
前
項
の
企
画
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
在
院
者
の
処
遇
の
段
階
が
向
上
す
る
に
従
い
、
順
次
そ

の
自
主
性
を
尊
重
し
た
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

３

在
院
者
の
余
暇
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
時
間
帯
に
お
け
る
学
習
そ
の
他
余
暇
の
善
用
に
資
す
る
活
動
に
要
す
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
少
年
院
の
長
が
そ
の
活
動
の
内
容
に
照
ら
し
て
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
国

庫
の
負
担
と
す
る
。

（
嘱
託
指
導
者
と
の
取
決
め
）

第
二
十
六
条

法
第
四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
嘱
託
指
導
者
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
嘱
託
指
導
者
を
い
う
。

第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
の
間
の
取
決
め
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

院
外
委
嘱
指
導
を
受
け
さ
せ
る
期
間

二

在
院
者
が
受
け
る
院
外
委
嘱
指
導
の
内
容
及
び
時
間

三

在
院
者
の
安
全
及
び
衛
生
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
措
置

四

嘱
託
指
導
者
に
よ
る
在
院
者
の
指
導
監
督
の
方
法

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
院
外
委
嘱
指
導
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

２

前
項
の
取
決
め
は
、
書
面
で
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
遺
族
そ
の
他
の
者
）

第
二
十
七
条

法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
遺
族
そ
の
他
の
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す

る
。

一

在
院
者
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。

第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
子
、
父
母
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹

二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
在
院
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
保
護
者
で
あ
っ
た
も
の

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
が
い
な
い
在
院
者
に
つ
い
て
、
そ
の
者
が
指
定
し
た
者
（
一
人
に
限
る
。）

四

在
院
者
が
そ
の
国
籍
を
有
す
る
外
国
の
大
使
、
公
使
、
領
事
官
そ
の
他
領
事
任
務
を
遂
行
す
る
者

（
死
亡
手
当
金
等
の
支
給
）

第
二
十
八
条

法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
死
亡
手
当
金
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
最
初
に
そ
の
支
給
を
申

請
し
た
者
に
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
順
序
に
従
い
そ
の
者
よ
り
先
順

位
の
者
に
対
し
法
第
百
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
っ
た
場
合
（
そ
の
者
が
そ
の
死
亡
手
当
金
の
支
給
を
申

請
し
な
い
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
と
き
を
除
く
。）に
お
い
て
、
相
当
の
期
間
内
に
、
そ
の
者
か
ら
そ
の
支
給
の
申
請

が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
死
亡
手
当
金
は
、
そ
の
者
に
支
給
す
る
。

２

法
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
手
当
金
の
支
給
は
、
在
院
者
が
治
っ
た
後
遅
滞
な
く
行
い
、
法
第
四

十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
手
当
金
の
支
給
は
、
出
院
の
際
に
行
う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
四
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
手
当
金
の
額
は
、
法
務
大
臣
が
定
め
る
基
準

に
従
い
算
出
し
た
金
額
と
す
る
。
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